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進歩制度って、実は・・・・

　「自分のカヌーは、自分で漕げ！！」
というＢ -Ｐの言葉があります。
　ある本には、その続きとして「カヌー
が壊れたら、自分で泳ごう。泳ぎなが
ら、どうしたら助かるのか、良く考え
よう！」と書かれていました。今の社
会では、なんて無責任なんだ！なんて
声が聞こえてきそうですが（笑）。で
すが、これが、本当の「進歩制度」な
んですよね。（Ｂ - Ｐの言葉の本当の
意味は違うところにあります。それは
隊長にきいてくださいね。）
　さて、では壊れないカヌーを作るに
はどうしたらいいだろう、そもそもカ
ヌーは壊れるし、ひっくり返るもんだ
よな。ってことは、泳ぎができなく
ちゃまずいな。どんな状況で泳ぐのか
な？・・・。静水なワケはないから、
川で流されるんだろうな。クロールよ

りも平泳ぎかなぁ。あ、着の身着のま
まじゃ耐えられないから、ライフジャ
ケットは当然着けなくちゃ、それはど
こにあるの？どうすれば借りられる
の？　う〜ん上手な流され方ってある
のかな？　それと、岸に上がったとき、
きっと体が冷えてるだろうから、たき
火をしなくちゃ。マッチの防水加工も
しなくちゃ。都合良く流木があればい
いけれど、きっと濡れているから、ラ
イターの方がいいかな。火が着きやす
くするには表面削って「ささくれ」を
つくらなくちゃ、そうだナイフも必要
だ。濡れないようにビニール袋に入れ
て、ひっくり返ったときに失くさない
ところは・・・・と。
　このようにどんどん想定が膨らんで
きます。これって楽しいでしょ？　み
んなで頭を寄せ合ってワイワイガヤガ
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ヤとこういうことを考えること、それ
をみんなで話し合って、その対策を考
え、それをあーだこーだと試行錯誤
しながらみんなで楽しんで準備するこ
と、そしてそれを実行し、失敗し、反
省評価して、「今度こそ！」につなげ
る・・・それが「進歩」の本当の姿な
んじゃないでしょうか。初めに進歩課
目ありきじゃないんですよね。楽しい
活動するためにやらなきゃならないこ
とがあって、それをやったら、進歩し
てた！　進歩課目に繋がった・・・で
す。おぉ、プログラムと進歩が直結し
ちゃいました。
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BVS隊の 3月の活動
● ヤッホー！！「宝篋山ハイキング」

　3月29日（日）

CS隊の 3月の活動

　3月 8日（日）、まだまだ寒く、桜
も震えてつぼみもしぼむくらい冷え込
んだ日でしたがカブスカウトはいつで
も元気一杯、今回の活動は、竹馬作り
とカーレースの2本立てで行いました。
　各自それぞれマイ竹馬を作製し、芝
生広場でさっそく試し乗りをしました。
学校で竹馬に乗ったことのあるスカウ
トと、全く初めてのスカウトと経験の
差が最初はありましたが、しばらく練
習した結果、1歩、2歩、3歩と上手
にバランスをとって、乗れるようにな
り、最後は全員が、マイ竹馬に乗って
いる記念撮影しました。
　午後は隣の芝生広場の周回路を使用
してカブＦ１レースを行いました。参
加したスカウトは誰もがヤル気マンマ
ンで、パイロットとエンジンの2人1
組でペアーを組みました。結構長い周
回コースを途中で役割りを交換したり
して、上手に乗りこなしました。

　レースは1周をどれくらいの時間で
回ってくるかを競う、タイム・アタッ
ク・レースで行い、見事優秀組の輝い
たのは、青山・村上ペアーでした。こ
のレースやってみると解りますが、エ
ンジンになって一周丸々押すともう顔
面蒼白、言葉も出ないくらい激しく体
力を使います。エンジンになっていた
だいたリーダー、団委員の皆様お疲れ
様でした。次の日の仕事に、影響はな
かったでしょうか？

● 目指すは TOP
　3月29日（日）ビーバー隊と合同
の活動で筑波山系宝篋山へ登山に行き
ました。
　予想ではちょうど桜の花満開の中で
の、お花見登山となるはずでしたが、
花冷えというかまだまだ、肌寒い中で
の登山となりました。また、インフル
エンザにかかり数名がドタキャンにな
りましたが、参加したスカウト、リー

　カブ隊と一緒に筑波山の隣の宝篋山へハイキング
に行きました。
実際はハイキングと言うよりは登山に近いものでし
た。登った距離は約3kmほどですが、かなり急な
ところもあり、スカウト達よりも大人たちの方がき
つそうでした。
　途中、五条の滝、こころの滝、白滝、葵の滝でマ
イナスイオンを大いに浴びて、心を癒し、大岩群で
はみんな無口になりながら、岩を登っていきました。
山桜の森で、ビバ弁とトン汁を食べ、いよいよ頂上
へ。まだ桜が咲いていなかったのは残念でしたが。
　山頂からは四方の景色が一望でき、特に間近で見
る筑波山にはみんな感動しました。疲れがいっぺん
に吹っ飛んでしまったようです。	

● 寒さと楽しさの両立 ダーは皆元気に明るく（最初は）登り
始めました。登山道の途中にある沢の
滝で癒され、大きな岩に驚かされなが
らも、無事、登りきりました。昼食に
は、団委員さんの用意してくれた暖か
い豚汁をいただき、疲れを吹き飛ばし
て、元気パワーを満タンにしました。
　山頂からのなんともいえない、見事
なパノラマに感動し、筑波山をバック
にみんなで記念撮影しました。
　今回の登山は登りと下りのコースが
違う道となり、下りはなだらかなハイ
キング・コースという感じで、皆、足
取りも軽く、途中の宝篋名水では、う
まい水でのどを潤しました。
　スカウト、リーダーがそれぞれに充
実感と達成感をたっぷり味わえた、中
身の濃い登山だったと思います。今回
参加できなかったスカウト、リーダー、
保護者の方も、一度は宝篋山に登って
見て下さい、｢近くに、こんなにきれい
な景色を眺められる山があるんだなー
と｣思っていただけること請け合いです。

●ビーバースカウト隊
　幼稚園年長〜小 2：8 月　

●カブスカウト隊　
   小 2：9 月〜小 5：8 月　



BS隊の 3月の活動

　スワロー班は、今年度最初の活動と
して、「鎌倉」に班旅行をしました。キャ
ンポリーで担当となっている、ゲート
のアイデアのヒントを得ることも今回
の目的の一つです。
　参加者は5人+付き添いリーダーで
した。鎌倉では、お寺を巡ったり、江
ノ電に乗ったりと楽しんだようでした
が、最も夢中になっていたのは、どう
もハトへのえさやりらしいとの情報を
キャッチ。
　ゲートのことはすっかり忘れ、旅を
満喫してきてしまったようです。残念
ながら写真はありません。

VS隊の 3月の活動
● ベンチャーラリー2009
　春うららの2009年3月29日（日）。
IVY-League（Ibaraki	Venture	and	
Youth	Scout	League：茨城県連の任
意組織）が主催する「ベンチャーラリー
2009」開催された。
　これは、4人1チームで繰り広げら
れる自動車競技の「ラリー」そのもの
であった。参加チームは11チーム。
県内から腕に覚えのある強豪？が集結
した。我が阿見１団ベンチャー隊もロー
バー混合チームとして参加した。
　コースは、阿見のふれあいの森をス
タートして、阿見の君原地区周辺を廻
るコースである。地元チームであるこ
とから、他のチームやスタッフからす
さまじいプレッシャーを受ける。スター
ト時間が近づくにつれて寡黙になる阿
見1チーム。
　さて、スタートから、各チームとも
色々な工夫を凝らしてスタートする。

● スワロー班活動
　3 月 25 日

●ボーイスカウト隊
　小 5：9 月〜中 3：8 月　

　今回のキャンプは、寒の戻りといい
ますかとっても寒い中でのキャンプと
なりました。春休みということで、午
前中から設営を始め、午後はちょっと
時間をかけて立ちかまどを作りました。
2班とも、ちゃんとかまどとして使え
ていたようです。

● 春の基礎訓練キャンプ
3 月 28 〜 29 日

　2日目は、ちょうど県のベンチャー
ラリーという大会が行われましたので、
そのお手伝いをちょっとだけ行いまし
た。C.P. でベンチャーが通過するの
をチェックするのですが、なかなかベ
ンチャーはやってこず、待ち疲れまし
た???　ということで、スカウト諸君、
今度の夜間ハイクでは、あんまりリー
ダーを待たせないように迷わず来て下
さい！

● ハヤブサ班集会   4 月 5 日

　ハヤブサ班は、出店で出そうと計画
している魚肉ソーセージフルトの味の
選定を行いました。
　オーソドックスなケチャップ、ピザ
ソースから甘いもの系のジャム、練乳、
蜂蜜、果てはわさびなど様々なトッピ
ングにトライしてみました。
　結果は、予想に反して、意外とおい
しいものばかり。いくつか？なものも
あったけど、いろいろな味付けを楽し
めることを発見できました。
　本番もぜひとも出店したいけど、無
事できるのでしょうか？？？

●ベンチャースカウト隊
　　　　中 3：9 月〜高 3：8 月　

　まぁ、ある意味ハイキングの競技で
ある。道に迷いコース上からいなくなっ
たり、他のチームを当てにして一緒に
迷走するなど、数々の珍事件が連発し
たが、競技は無事に終了。
　優勝は、ベンチャー部門が取手２団
（右下写真）、オープン部門が土浦２団
ローバー隊、総合優勝が土浦２団ロー
バー隊であった。
　・・・で、阿見１団ベンチャー隊は
というと・・・非常に残念ながらオーバー
タイムになり、途中失格となってしまっ
たのでした。
　毎週練習を行ったが非常に残念な結
果となってしまった。
　「来年こそは！」優勝とはいかない
までも表彰台には上がるぞと、ちょっ
とだけ決意した非常に寒い夕暮れで
あった。ちなみに余談ではあるが、表
彰台は取手２団の杉浦副長と村田ベン
チャー隊長が夜な夜な作成した傑作？
品（重量規定に問題はあったが）であっ

た。我ベンチャー隊の優勝を祈願して、
何人（なんぴと）たりとも足を着けさ
せることがなかったのだが、むむむ、
実に残念であった。
　さて、今回は、「役割分担」と「責務（つ
とめ）」を知ったのではないかと思う。
「♬つとめをはたし」とスカウトソング
の歌詞にもあるが、スカウトはそれぞ
れが与えられたことを責任を持ってや
り遂げる。このことをこのベンチャー
ラリーに参加することで実感できただ
けでも非常に有意義な一日だったので
はないかと思うが、いかがかな？ベン
チャー諸君！
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●ＦＡＱ　団や隊の指導者の構成と任務
指導者について
Q 団はどういう構成になっているので
すか？
A まず、右の図を見てください。これ
が標準の団の構成です。
　団には、団の維持運営を担う「団委
員会」と、スカウトの教育を担当する

「隊」があります。隊は、スカウトの年
齢に応じて５つ部門が設けられていま
す。

◦ビーバースカウト隊
　　小学校入学直前の９月〜小学２年
　　８月まで
◦カブスカウト隊
　　小学２年９月〜小学５年８月まで
◦ボーイスカウト隊
　　小学５年９月〜中学３年８月まで
◦ベンチャースカウト隊
　　中学３年９月〜高校３年
◦ローバースカウト隊
　　１８歳から２５歳まで

　この各隊は、スカウトの教育を担い、
隊指導者等が置かれます。
　育成団体は、既設の団体、あるいは
特にスカウト教育のために組織された
成人の団体で、奉仕の精神をもって、
団を設立し、かつ、その存続を維持し、
また教育に必要な施設と経費について
責任を負う、団の基盤となる団体です。
　団委員会は、育成団体がスカウトの
保護者等から選任した５人以上の団委
員と育成団体の代表者の団委員で構成
します。団委員会は、団の資産管理、
財政管理、教育支援、指導者の選任・
訓練参加の援助、健康・安全、加盟登録、
スカウトの進歩の促進、スカウト運動
の主旨の普及等の責務を持ちます。

Q 団にはどんな指導者がいるのです
か？
A 団には、団の維持運営を担う「団
委員」と、スカウトの教育を担当する
「指導者」がいます。（「団指導者」とは、
この両者をいいます。）
　指導者とは、「隊」でスカウト教育に
関与する成人の加盟員を総称して言い、
その役割によって次の様に呼ばれてい
ます。
◦隊長　隊の活動全般を指導する責任
　　　　を持ちます。
◦副長　隊長を補佐し、特定の任務を

　　　　分担します。
◦副長補	　特定の任務を分担します。
◦補助者	　ビーバー隊で隊長・副長に
　　　　協力して活動の支援をします。
◦デンリーダー	 カブ隊で、組の活動
　　　　を推進し、家庭におけるカブ
　　　　活動のために保護者を援助し
　　　　ます。
◦団委員長　団を代表し、団を維持し、
　　　　各隊の育成発展に努めます。
◦団委員　スカウトの保護者等から５
　　　　人以上と育成団体の代表者で
　　　　構成され、団の運営を行います。
　これらの指導者たちは、すべてスカ
ウト運動の主旨に賛同し、スカウトの
教育に情熱を持って、無償で活動する
ボランティアです。
　特に隊長は、隊長としての任務を果
たすためのトレーニングを修了した成
人です。副長も進んでトレーニングを
受けることが望まれています。

　また、団を支援する組織として、地
域ごとに複数の団が集まった「地区」、
また都道府県を単位とした「県連盟」
が設けられています。それを「日本連盟」
が総括しています。
　地区や県には、指導者を指導・支援
するコミッショナーがおかれ、指導者
の研修会であるラウンドテーブルを開
催したり、個別に相談にのったり、指
導をしたり、団や隊の活動を支援して
います。	　	

Q 指導者はどんなことをしているの？
A	指導者は、大きく次の３つのことを
しています。
◦隊の運営
　隊で活動をするためには、たくさん
の仕事をしなくてはなりません。例え
ば、年間や月間の活動計画の策定、活
動費の管理、活動や進歩の記録、家庭
や他の隊との連絡・調整、指導者の研
修計画、集会場の確保、活動器材等の
管理等・・・があります。これらの仕
事は隊長を中心に、副長や他の指導者
たちが分担して行います。連絡等の仕
事は保護者にお願いすることもありま
す。
◦活動の計画・準備・実施・反省・評価
　スカウトには限りない可能性があり
ます。その可能性をいろいろな活動に
参加し楽しく体験することで、それに
気づかせ、更にはそれを自ら深めてい
くことがスカウティングのやり方です。
　そのため、指導者たちはスカウトた
ちの良い個性と資質を引き出すプログ
ラムを考え、また悪い性格を抑えスカ
ウト自身が自ら律していけるような環
境を提供できるように日々研究してい
ます。指導者の会議にその成果を持ち
寄り、長期〜短期の活動プログラムを
作っています。
◦研修
　スカウトの好奇心や知識欲を満たす
楽しいプログラムを作るには、その部
門のスカウトの特性を十分に把握しな
くてはなりません。また、スカウトた
ちの興味がどこにあるかを常にリサー
チして、スカウトたちを惹き付けるテー
マを設けることで、月々の活動の期待
を高め、スカウトたちの参加へのモチ
ベーションを高めています。
　そして、スカウトたちが少しでもよ
い資質を身につけられるよう、また幅
広い視野がもてるよう、そしてそれを
自ら育てていくことができるように習
慣づけられるようにするには、指導者
自身も幅広い知識と経験と指導法等を
獲得している必要があります。そのた
めに、指導者たちはいろいろな研修に
参加したり、本を読んだりして日常的
に研究を重ねています。


